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１．はじめに

(C) Yamaguchi Pref.

コンクリート舗装活用マニュアル（案） 平成26年3月

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

■職員向けの実務に即した解説本
・コンクリート舗装の特徴とは何か
・日常業務のどの段階で、どのような検討が必要か
・所要の品質を確保していくための留意点は何か 等

■コンクリート舗装の基本的な設計等が円滑に行わ
れるよう、各指針・便覧等の要点を抽出
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１．はじめに

(C) Yamaguchi Pref.

本マニュアル（案）発行の経緯

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

山口県は、セメントの主原料である石灰石の全国有

数の産出県であり、地産・地消を推進する観点か
らも、コンクリート舗装の積極的な活用を推進
するため、設計や施工に携わる職員へのコンクリート
舗装に対する理解・浸透を図ってきた

コンクリート舗装活用マニュアル（案）抜粋（2014年 山口県土木建築部）
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１．はじめに

(C) Yamaguchi Pref.

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

県管理道路におけるコンクリート舗装延長

一般部 27.2 0.8％

トンネル部 40.4 93.2％

離島 一般部 16.0 55.8％

83.6 2.5％

地域区分 構造区分
コンクリート
舗装延長
（ｋｍ）

コンクリート
舗装延長の割合

本土

計

発行から１０年以上経過した現在・・・

コンクリート舗装に携わったことのある職員は一部
に限られ、コンクリート舗装に関する知識や経験に乏
しいためか、従来から使用している箇所（トンネル部
や、アスファルト材料が調達困難な離島など）を除き、

県内での普及がなかなか進んでいない・・・

山口県内における舗装種別延長割合

高速道路 国管理道路 県管理道路 市町村道

コンクリート舗装 10.9% 4.1% 2.5% 6.0% 5.2%

（全国順位） (13) (30) (15) (26) (26)

アスファルト舗装 89.1% 95.9% 97.5% 94.0% 94.8%

計

道路統計年報（2023年 国土交通省）,R4道路施設現況調査(山口県)
コンクリート舗装延長等の推移

道路統計年報（国土交通省）

横ばい
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１．はじめに

(C) Yamaguchi Pref.

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

本マニュアル（案）の改訂にあたって

※山口県が進める施策の基本的な方向をまとめた総合計画

出典元 経緯・内容

やまぐち産業戦略推進計画
H25.7
(2013)

新たな地産地消開拓戦略として「コン
クリート舗装の活用促進」をプロ
ジェクトの一つに位置付け

コンクリート舗装活用マニュアル（案）
策定

H26.3
(2014)

山口県としてのコンクリート舗装の活用
方針、検討方法等を定めた

道路舗装設計マニュアル（案）
改訂

H30.1
(2018)

県職員の実務担当者の手引きを改訂し、
舗装種別の検討、舗装補修時のLCC算定
事例等を追記

やまぐち維新プラン※
H30.10
(2018) 建設産業の活性化支援策の一つとして

「コンクリート舗装の活用」を明

記等、地産・地消による新製品・新技
術の利用促進やまぐち未来維新プラン※

R4.12
(2022)

コンクリート舗装の活用に向けた取り組み経緯（山口県）

コンクリート舗装延長の割合が増加していない現

状を踏まえ、従来から使用している箇所以外
での活用の推進や、維持補修の現場での適
用範囲の拡大等を明記することにより、コンクリー
ト舗装の普及促進を後押し
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令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

POINT 項目 ページ

０１ 県の施策であることを周知 6

０２ 舗装種別選定における前提条件の整理 7

０３ 各諸元を最新データに更新 8

０４ 積極的に活用する具体的な箇所を明記 9

０５ 『維持補修』における適用検討フローを新設 10

０６ コンクリート舗装工法例の内容の充実化 11

０７ コンクリート舗装活用事例集の新設 12

２．主な改訂内容



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

６

２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

≪ 重点的な施策の推進 ”産業維新 ”≫

p.125
「やまぐち発新製品」やコンクリート舗装の活用等、地産・地消に

よる新製品・新技術の利用促進

p.315
セメントの原材料である石灰石の地産地消を推進するコンクリート舗

装の活用の促進

『やまぐち未来維新プラン』
令和４年（２０２２年）１２月

コンクリート舗装を積極的に活用！

県の施策であることを周知01
POINT



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

７

出典元 舗装種別選定の考え方（一部抜粋）

山口県
土木建築部

R6.10
(2024年)

業務委託共通仕様書

第6編 道路編
第4章 道路設計
第2節 第6408条 道路詳細設計
2.業務内容
（９）舗装工設計

受注者は、設計図書に示される交通条件をもとに、基盤条件、環境条件、走行性、維持
管理、経済性（LCC）等を考慮し、舗装（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の比較
検討のうえ、舗装の種類・構成を決定し、設計するものとする

（公社）日本道路協会
舗装委員会

舗装ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ小委員会

R3.12
(2021年)

舗装種別選定の手引き

2.舗装種別選定の流れ １）各種の舗装種別の特徴や、選定をする道路事業の特性等、舗装種別選定に必要な
情報を収集
２）舗装種別選定実施区間を設定
３）実現可能な舗装種別を2～4種程度抽出（スクリーニング）
４）LCC等の観点から評価を行い、舗装種別を選定
５）選定結果・経過を記録

２．主な改訂内容

舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道
路の性格、地域的条件、施工性、経済性等の諸条件について十分検討して決定する

舗装種別選定における前提条件の整理

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

02
POINT

舗装種別選定に係る関係図書の記載



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

８

２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

現行

各諸元を最新データに更新03
POINT

○主な情報更新

・石灰石生産量推移
・セメントクリンカ製造能力
・コンクリート舗装延長 ほか

改訂



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

9

２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

積極的に活用する具体的な箇所を明記04
POINT

≪ 積極的に活用を推進する具体的な箇所 ≫

➤ トンネルの明かり部

➤ 高低差のある場所を連結する道路（ランプ）

➤ 駐車場（道の駅等）

➤ 維持補修（繰り返しわだちが発生する箇所等） など

≪ 従来から活用を推進している箇所 ≫

➤ 周囲への騒音の影響が少ない箇所

➤ 地下埋設物の工事が想定されない箇所

➤ 舗装へのダメージが大きい箇所（大型車混入率が高い） など



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

10

２．主な改訂内容

改築の見直しに加えて、

維持補修における
活用方針を示す

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

現行（改築のみ）

『維持補修』における適用検討フローを新設05
POINT

改訂

『補修』
の適用検討フロー

現在
改訂作業中



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

11

えどうはぎ

美祢市：国道４９０号「絵堂萩道路」
とう やま

（東の山トンネル施工時：スリップフォーム工法）

連続鉄筋コンクリート舗装
（スリップフォーム工法）の施工動画を

「山口県土木建築部チャンネル」にて公開中！

やまぐちあじすうべ

山口市：県道山口阿知須宇部線（１DAY PAVE施工時）

特殊な結合材や混和材料等を使用せず、レディーミクストコンクリート等
に適合する汎用的な材料を用いたコンクリートを使用し、コンクリート打込
み後の養生期間が1日で交通開放可能なコンクリート舗装。原則として早強ポ
ルトランドセメントを使用し、施工条件に応じてスランプまたはスランプフ
ローを任意に設定可能。

早期交通開放型コンクリート舗装【 1DAY PAVE 】

２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

コンクリート舗装工法例の内容の充実化06
POINT



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

12

２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

コンクリート舗装活用事例集の新設07
POINT

国及び県・市におけるコンクリート舗装活用事例を紹介

道路名
山口宇部道路
（由良IC）

場所 山口市佐山由良 地内

延長
L=158m（ONランプ）
L=157m（OFFランプ）

面積 A=1,500m2

施工年 H27（2015）

現場条件

地下埋設部の可能性 無

地盤沈下の懸念 無

早期交通開放の必要性 無

騒音対策の必要性 無

設計条件

交通量区分 N5

縦断勾配（%）
0.6～7.7（ON）
0.6～6.9（OFF）

ランプ
で活用

ONランプ OFFランプ

道路名
県道岩国大竹線
（森ヶ原バイパス）

場所 岩国市森ヶ原 地内

延長 L=11m（森ヶ原第1トンネル明かり部）

面積 A=70m2

施工年 R元（2019）

現場条件

地下埋設部の可能性 無

地盤沈下の懸念 無

早期交通開放の必要性 無

騒音対策の必要性 無

設計条件

交通量区分 N5

縦断勾配（%） 2.0

ﾄﾝﾈﾙ明かり部
で活用



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

13

２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

コンクリート舗装活用事例集の新設07
POINT

国及び県・市におけるコンクリート舗装活用事例を紹介

道路名 道の駅ソレーネ周南

場所 周南市戸田 地内

延長 L=１４７m

面積 A=2,080m2（大型車駐車場枠）

施工年 H25（2013）

現場条件

地下埋設部の可能性 無

地盤沈下の懸念 無

早期交通開放の必要性 無

騒音対策の必要性 無

設計条件

交通量区分 ー

縦断勾配（%） 約２.０

道路名 長門・俵山道路

場所 長門市俵山小原～長門市深川湯本

延長 L=3,727m

面積
A=45,158m2（トンネル、踏掛版、非
常駐車帯）

施工年 H30（2018）

現場条件

地下埋設部の可能性 無

地盤沈下の懸念 無

早期交通開放の必要性 無

騒音対策の必要性 無

設計条件

交通量区分 N6

縦断勾配（%） 2.3～3.5

◎

事業箇所

駐車場
で活用

重車両の多い道路
で活用



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある
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２．主な改訂内容 令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

(C) Yamaguchi Pref.

コンクリート舗装活用事例集の新設07
POINT

国及び県・市におけるコンクリート舗装活用事例を紹介

道路名
県道山口阿知須宇部線

（鳩岡交差点）

場所 山口市阿知須 地内

延長 L=30m 【1DAYPAVE】

面積 A=９３m2 （すりつけ数量含む）

施工年 H30（2018）

現場条件

地下埋設部の可能性 無

地盤沈下の懸念 無

早期交通開放の必要性 有

騒音対策の必要性 無

設計条件

交通量区分 ー

縦断勾配（%） ー

道路名 市道西ノ端・東新地線

場所 周南市西桝町 地内

延長 L=85m 【1DAYPAVE】

面積 A=5４４m2

施工年 H27（2015）

現場条件

地下埋設部の可能性 無

地盤沈下の懸念 無

早期交通開放の必要性 有

騒音対策の必要性 無

設計条件

交通量区分 ー

縦断勾配（%） ー

交差点
維持修繕

で活用

維持修繕
で活用



舗装工種及び種類（アスファルト舗装／コンクリート舗装等）の採択にあたっては、道路の性格、
地域的条件、施工性、経済性（ライフサイクルコスト：LCC）等の諸条件について十分検討して
決定する必要がある

３．おわりに

令和７年３月改訂予定

本日掲載した資料は改訂作業中のため、記載内容について変更となる場合があります。

令和6年度 コンクリート舗装に関する講習会
『コンクリート舗装活用マニュアル（案）の改訂 』

15(C) Yamaguchi Pref.


